
令和 3 年度第 2 回 

関東学生ホッケー連盟役員会議事録 

 
期日：2021 年 4 月 28 日（水） 
時間：19 時 30 分～20 時 24 分 
会場：オンライン会議にて実施 
出席者：一川邦彦、寺本祐治（以上副会長）、関谷淳一、塩野谷住雄（監事）久我晃広（理事長）、萬納宏俊、成

田健一（以上副理事長）、宮澤哲郎（事務局長）、臼井伸一、桑原一矢、西澤英一郎、三澤孝康、栗原崇、下平

歩、川口雄大、大野陽介、高田良太、近藤聡史、菅野芳哉（以上常任理事） 
高野禎（春季リーグ TD） 
池田拓未（学連委員長）、野島啓太（競技委員長）、吉田丈（広報委員長）、石田紗英（財務委員長）、柳彩音（表

彰委員長）、田平龍哉（学連副委員長）、井上稚比呂（書記）、小林翼（学生委員） 

 
古屋会長が欠席のため、一川副委員長が代行して開催を宣言。なお、春季リーグ運営についての協議を行う関係か

ら、春季リーグ TD を委嘱している高野禎氏に出席いただいた。 

 
【審議事項】 

 
1．緊急事態宣言発出に伴う、今後の春季リーグ運営について 

・4/25 に 3 回目の緊急事態宣言が東京都他で発令されたこと、および（一部地域において）まん延防止等重

点措置が適用されたことを踏まえ、今後の春季リーグ運営について協議を行った。 
・最初に、野島競技委員長より、現時点での各チームの活動状況、およびリーグ戦でのグラウンド使用可否

状況についての報告があった。各チームの活動状況については、「新たに制限の加わったチームはあるが、大

会自体には参加可能であること」、リーグ戦でのグラウンド使用可否状況については、「緊急事態宣言前と変

わらないこと」を確認した。 
・続いて、久我理事長より、他競技団体の（リーグ戦等の）運営状況の説明があった。 
・以上を踏まえ、協議の結果、引き続きリーグ戦を継続することを確認した。 
しかしながら、一層の感染防止を図る必要があるため、各チームには改めて（既に制定している）「関東学

生ホッケーリーグ開催マニュアル」の順守を徹底することを確認した。 

 
2．現在までのリーグ運営および問題点について 

・池田学連委員長より、現在のリーグ運営および問題点（学習院大学男子ホッケー部への処分、および観客

事前申請届の周知不徹底）について報告があった。 
・学習院大学男子ホッケー部への処分について。本処分内容については、（競技委員会対応事項であり）既に

処分は決定済。今後の再発防止徹底を図るため、役員会での報告・審議を行ったもの。 

 
（処分対象となった事案） 
春季関東学生ホッケーリーグの日程については、各チームより予め学事日程の申告を受け、日程調整を

行う。日程調整終了後に、学習院大学男子ホッケー部から 4/4 が対面で新歓が可能である唯一の日とし

て、同日のリーグ戦の日程変更を嘆願されたため、再度、日程変更を行った。しかしながら、日程変更

後の当日（4/4）に、茨城県境町にて練習試合を行っていたことが発覚したもの。この一連の行動は、結

果として虚偽の申告をしたことと相違なく、リーグ戦運営の妨げになるに等しい、非常に重大な問題で

ある。 

 
（処分内容） 
再発防止策を含めた顛末書を提出すること 

 



宮澤事務局長より、最近の処分事例として、2019 年 4 月に監督主将会議の無断欠席により処分が下されて

いる旨の説明があった。 
今後、各チームにおいても同様の事態が発生しないよう、再発防止を徹底することが必要である。 

・観客事前申請届の周知不徹底については、新入部員の観客事前申請届を提出していたのにもかかわらず、

（同申請届の周知が不徹底のため）観戦できないという事案が発生した。 
本件については、観客事前申請届の周知方法を見直し、池田委員長が全体を総括し、各会場責任者と観客

事前申請届の提出状況を共有することとした。 

 
【報告/連絡事項】 

 
１．新歓施策の実施状況について 

・吉田広報委員長より、新歓施策の実施状況についての報告があった。 
・2/20 総会時に説明した各種施策について、広報普及委員会中心に、着実に実行している旨の報告・説明が

あった。また新たな施策として、山梨学院から中古スティックの提供を受け、希望するチームへの配布を行

った。5/5 に予定していた駒沢球技場での新歓企画は（東京都の緊急事態宣言発出に伴い）中止となった

が、各施策については着実に実施されている状況を確認した。 
・各チームの新歓状況（新入部員獲得状況）について、現状報告があった。新入部員勧誘に、「制限はあるも

のの体験会等が実施可能な大学」もあれば、「実施不可能な大学」もある。チームごとの状況に差異はある

が、新入部員獲得は重要な課題であり、引き続き注力していく旨を確認した。 

 
２．第 40 回全日本大学ホッケー王座決定戦組合せについて 

・久我理事長より、第 40 回全日本大学ホッケー王座決定戦組合せについて報告があった。当初、第 40 回全

日本大学ホッケー王座決定戦組合せについては、（昨年は北海道代表が辞退したため）辞退前提に作成してい

たが、今年は北海道代表が参加表明を行ったたため、男子については 4/29 日学連役員会で改めて組合せ抽選

が行われる旨の報告があった。 

 
３．その他 

・池田委員長より、今年のコンプライアンスセミナーについては、新入部員勧誘が一段落した段階で、実施

予定である旨の報告があった。 

 
 

以上 
（押印略） 

 

関東学生ホッケー連盟副会長  一川邦彦 

 

関東学生ホッケー連盟理事長  久我晃広 

 

 関東学生ホッケー連盟学連委員長 池田拓未 

 
 
 
 
 


